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霧島山の火山活動－2017年1月～2017年６月８日－＊ 
Volcanic Activity of Kirishimayama Volcano 

－January 2017 – June 8, 2017－ 
 

鹿児島地方気象台 

福岡管区気象台地域火山監視・警報センター 
Kagoshima Local Meteorological Office, JMA 

Regional Volcanic Observation and Warning Center, 
Fukuoka Regional Headquarters, JMA 

 

 
えびの高原（硫黄山）周辺 

 

・地殻変動の状況（第４図、第６～９図、第22図-①④、第23図-⑧、第24～27図） 

４月25日11時頃から硫黄山南西観測点の傾斜計で、硫黄山付近が隆起及び沈降する変動が

繰り返しみられ、全体的には隆起傾向が継続している。その他の傾斜計には特段の変化は認め

られていない。これは、この傾斜変化が硫黄山のごく浅部の局所的な変動によって生じている

ためと考えられる。 

GNSS連続観測では、火山活動によると考えられる特段の変化は認められないが、GNSSを用

いた面積ひずみの解析では、2015年７月頃から硫黄山周辺の浅い領域においてわずかな膨張の

傾向が続いていると考えられる。 

 

・噴煙など表面現象の状況（第１～５図、第10図、第12～21図、第23図-①⑤⑥、第24図-①⑥） 

硫黄山では活発な噴気活動が続いており、噴気の高さは稜線上概ね10～100ｍで経過した。

現地調査では大きな噴気音や火山ガスの臭気も観測されており、４月27日から28日にかけて

は噴気の高さが一時的に稜線上200ｍまで上がった。2015年12月から続いている熱異常域の

拡大や噴気の量の増加は、硫黄山火口周辺でみられていたが、2017年２月以降は、硫黄山火

口外の南西から西側でもみられるようになった。硫黄山火口外の南西から西側の噴気は少なく

とも1999年頃まで確認されていたものであり、こうした場所でも噴気活動が再開したと考え

られる。これら火口周辺の噴気の高さは概ね10ｍで経過した。硫黄山周辺の北側から東側及

び不動池周辺では、噴気や熱異常域は認められない。 

１月から５月にかけて実施した現地調査及び海上自衛隊第１航空群の協力による上空から

の観測で、熱異常域の拡大と噴気量の増加が長期的に続いていることを確認した。 

３月19日に硫黄山で熱水が湧出しているとの通報を受けて、現地調査を実施した。調査の

結果、硫黄山火口の南西側で熱水が湧出していることを確認した。３月21日には、硫黄山火

口の南側でも熱水が湧出していることを確認した。 

４月18日以降の現地調査では、ゴーゴーというジェット音のような大きな噴気音が聞こえ

るようになり、４月19日以降は監視カメラでも硫黄山の南側（東京大学地震研究所等に合わ

せ噴気孔Ｈとする）で顕著な噴気が確認出来るようになった。硫黄山南赤外監視カメラによる

解析では、硫黄山の南側の噴気孔周辺で温度の高まりが認められる。これは南側の噴気の活発

化に伴うものと考えられる。 

５月８日に東京大学地震研究所が実施した現地調査により、硫黄山火口西側で火山灰が確認

された。翌５月９日に気象庁が現地調査を実施したが、天候不良のため噴出物の状況は確認で

きなかった。５月15日以降の現地調査でも、硫黄山火口周辺では噴出物は確認されていない。 

５月15日及び16日に実施した現地観測では、火山ガス（二酸化硫黄）の放出量が2015年

12月以降の活動で初めて検出限界を上回り、両日とも１日あたり10トンであった。その後の

現地調査でも１日あたり数トンの火山ガス（二酸化硫黄）の放出量を観測している。 

えびの高原足湯源泉では2016年５月に温度の低下が認められたが、2017年７月以降、水温 

の回復傾向が引き続き認められた。旧市営露天風呂の水温は、2017年5月以降、温度のわず

＊  2017年12月18日受付 
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かな上昇が認められた。 

 

・火山性地震や火山性微動の状況（第５図、第23図-②③、第24図-②③④⑤⑦⑧、第30図） 

火山性地震は、2016年12月12日に日回数で70回発生して以降、日回数10回以下と少な

い状態で経過している。４月下旬には、４月25日11時頃からの傾斜変動に先立ちわずかに増

加した。火山性微動は2016年12月13日以降観測されていない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

この資料は気象庁のほか、国土地理院、東京大学、九州大学、鹿児島大学、国立研究開発法人防災

科学技術研究所、宮崎県及び鹿児島県のデータを利用して作成した。 

第１図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 硫黄山付近の状況 

（４月28日、えびの高原監視カメラによる） 

・噴気の稜線上の高さの最高は、４月27日及び28日に観測した200ｍであった。 

・４月27日からは西南西側の噴気が監視カメラでも確認できるようになった。 
Fig.1. Visible image of Ioyama on April 28, 2017. 
 

硫黄山 

韓国岳 
硫黄山火口周辺の噴気 

 
硫黄山南西側の噴気 

 

硫黄山西南西側の噴気 
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第２図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 主な熱異常域と熱水の湧出位置 

・硫黄山火口周辺の熱異常域の分布については、硫黄山南赤外監視カメラ及び白鳥山 

監視カメラ（宮崎県）から領域を推定した。 

・火口内の現地調査は2017年４月以降実施出来ていないため、３月までの現地調査を 

もとに推定した。 
Fig.2. Location of higher heat discharging area and location of heat water discharging 

橙丸は熱異常域及び噴気域を、番号はその観測順を示す。 

以下は熱異常域及び噴気域を観測し始めた日付を示す。 

１．火口内 2015年12月14日～  

２．南側斜面 2016年１月14日～ 

３．南東側 2016年３月24日～ 

４．火口内西側2016年８月29日～ 

５．南西側（韓国岳登山道脇） 2017年２月13日～ 

６．西南西側（韓国岳登山口） 2017年３月24日～ 

７．西斜面 2017年５月９日～ 

緑丸は熱水の湧出箇所を、番号はその観測順を示す。 

確認日を以下に示す。 

Ⅰ．2017年３月19日 

Ⅱ．2017年３月21日 

Ⅲ．2017年６月４日 

 

赤丸は 2017年 4月 19日以降、監視カメラ監視カメラ等で確認されている硫黄山南側の噴気

孔を噴気孔Ｈとし、位置を示す。 

４ 
７ 

６ 

５ 

１ 
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３ Ⅰ 

Ⅱ 
Ⅲ 

噴気孔Ｈ 

主な熱異常域と熱水の湧出（2017年５月31日現在） 
 

：想定火口（半径250ｍ） 

東京大学地震研究所が5/8に 

確認した噴出物の噴気孔 
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噴気孔Ｈ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 硫黄山火口周辺の噴気の状況 

・硫黄山南監視カメラでは、４月19日以降、硫黄山火口南側で明瞭な噴気孔（噴気孔Ｈ） 

を確認した。 

・４月18日の現地調査では、「ゴーゴー」と大きな噴気音が確認されている。その後の現 

地調査でも、大きな噴気音が確認されており、噴気の量も増加している。 

・この噴気孔の周辺で、現地調査や監視カメラで次第に硫黄が付着しているのを確認して 

いる。 
Fig.3. Visible image of Ioyama. 

2017年４月19日 2017年４月17日 

2017年４月15日 2017年４月５日 

2017年４月25日 2017年４月30日 

2017年５月11日 2017年５月21日 
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硫黄山南監視カメラでは、４月 19日以降、硫黄山

火口南側で明瞭な噴気孔（噴気孔Ｈ）を確認 
 

硫黄山南赤外カメラによる領域別の最高温度の推移 

Ａ域：噴気孔Ｈ 

Ｂ域：噴気孔近傍の熱異常域 

Ｃ域：南側の熱異常域 

Ｄ域：南東側の熱異常域 

Ｅ域：非地熱域 
 

＊日射の影響を受けない毎日０～４時間の時間値の最高 

温度をプロットした。 

明らかな天候不良時のデータは除いた。 

第４図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 硫黄山火口周辺の地熱変化と傾斜変化 

       （硫黄山南監視カメラ 2017年３月10日～６月８日） 

・４月下旬以降、Ａ域の温度の高まりが認められる。Ｂ～Ｄ域では顕著な地熱の変化は認められな

いことから、硫黄山火口南側で確認されている噴気孔Ｈの活発化に伴うものと考えられる。Ｅ域

は非熱異常域のため、わずかな温度上昇は季節変化を示す。 

*硫黄山南西傾斜計については 2017年１月から４月のトレンド（南北方向 2.1E-07rad /day）の

補正を行っている。 
Fig.4. Heat discharge changes and tilts changes around Ioyama. 

Ａ（噴気孔Ｈ） Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

硫黄山南西傾斜計NS 

Ａ域 

Ｂ域 

Ｃ域 

Ｄ域 

Ｅ域 

←４月25日 ４月19日→ 

10μrad 
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第５図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 硫黄山２観測点におけるＲＭＳ振幅変化と 

地震エネルギー及び傾斜変動（2017年２月～2017年５月31日） 

・４月 25日からの傾斜変動に先行して、４月 22日からわずかに地震が増加し、地震エネルギー

が増したが、その後は停滞している。 

・RMS振幅は、傾斜変動のはじまった４月25日から４～８Hz帯域の振幅がやや上がり、５月６日

以降はさらに上昇しその後安定している。RMS振幅の増減のイメージを赤破線で示す。 

*硫黄山南西傾斜計については2017年１月から４月のトレンド（南北方向2.1E-07rad /day）の

補正を行っている。 
Fig.5. RMS amplitude changes, seismic energy changes and tilts changes at Ioyama-2 station. 
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第６図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 硫黄山南西傾斜計の変化 

（2016年11月～2017年６月８日） 

＜2016年11月～2017年６月８日の状況＞ 

・４月25日11時頃から硫黄山南西観測点の傾斜計で、硫黄山付近が隆起及び沈降する変動が

繰り返しみられ、全体的には隆起傾向が継続している。 

・火山性地震は４月下旬には、４月25日11時頃からの傾斜変動に先立ちわずかに増加した。 

＊硫黄山南観測点の2017年４月から６月８日の傾斜変動は、2017年１月から４月のトレン 

ド（南北方向2.1E-07rad /day、東西方向2.6E-07rad/day）補正を行っている。 

Fig. 6. Tilt records observed at Ioyama-NW station (November, 2016 - June 8, 2017 ). 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

降水による 
影響の可能性 

傾斜変動に先立ち 

わずかに地震が増加 

傾斜変動の始まり 

傾斜変動の始まり 

2.1E-07rad/day 

2.6E-07rad/day 



火山噴火予知連絡会会報 第127号 
 

霧島山 
- 256 - 

第７図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 傾斜変動における体積変化量の推定 

 （４月25日11時～５月25日08時） 

・九州大学が 2017年５月に実施した水準測量結果（圧力源：標高 600m）を参考に、圧力源をより

浅部の硫黄山の海抜1000ｍに固定し、圧力源の位置及び体積変化量のみを変化させ、グリッドリ

サーチで傾斜推定量を求めた。その後、圧力源の位置（緯度経度標高）と体積変化量の両方を変

化させてグリッドサーチしても、推定圧力源の位置、体積変化量はほとんど変化しない。 

・体積変化量は2700立方メートルと見積もられた。 

・使用した観測データは、硫黄山南西の観測された傾斜変動量。なお、韓国岳北東及び大浪池南西

観測点は傾斜変動が認められなかため、観測値を０として計算した。 

 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50mメッシュ（標高）』を使用した。 
Fig.7. Estimated volume change of tilts chage (April 25, 2017 – May, 25). 

第８図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 面積ひずみの算出に用いているGNSS観測点図 

Fig.8. GNSS observation sites and the area to analyze areal strain. 
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第９図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺）  

えびの高原（硫黄山）周辺の基線を用いた面積ひずみ変動経過図 

（2013年４月～2017年５月31日） 

・青丸は硫黄山を取り囲む狭い領域の面積ひずみの変動経過を示す。 

・赤丸は硫黄山を取り囲む広い領域の面積ひずみの変動経過を示す。 

・赤線の領域では2014年には膨張（黒線）がみられたが、2015年以降は明確な膨張はみられない。 

・一方、青線の領域では、2015年５月頃から緩やかな膨張（黒破線）がみとめられている。 

・このことから、硫黄山周辺の浅い領域（おおむね海抜下1000ｍよりも浅い）においてわ 

ずかな膨張の傾向が続いていると考えられる。 

＊（ある日の面積／開始日の面積）-１で計算。 
Fig.9. Temporal changes of areal strain around Ioyama analyzed by continuous GNSS data(April 1, 2013 – May 31, 
2017) . 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基線長：Ｍ霧島山Ａ－韓国岳北東 
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基線長：Ｍ霧島山Ａ－夷守林道 

基線長：野々湯－Ｍ霧島山Ａ 

面積ひずみ 

Ｍ霧島山Ａ－野々湯－夷守林道 

基線長：Ｍ霧島山Ａ－Ｍ霧島山２ 

↓ 2014年11/1 
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第10図 霧島山（えびの高原(硫黄山)周辺） 硫黄山火口周辺の噴気の状況 

・左上段の硫黄山南側（赤四角内）の噴気孔Ｈ周辺の変化を示す。 

・４月18日の現地調査以降、「ゴーゴー」と大きな噴気音が引き続き確認されている。 

・噴気孔の周辺では、次第に硫黄の付着が明瞭になっている。 

 なお、噴気孔周辺には４月18日以前もわずかな硫黄の付着が認められるが、その後の 

降雨により流れたものと考えられる。 
Fig.10. Visible images of Ioyama . 

2017年５月29日16時09分 2017年５月29日16時09分（晴、気温：22.1℃） 

硫黄山南カメラ付近から観測 

 

2017年５月22日14時26分（晴、気温：18.8℃） 

硫黄山南カメラ付近から観測 

 

2017年５月15日13時01分（晴） 

硫黄山火口東方向より観測 

 

2017年５月11日11時25分（晴、気温：18.8℃） 

韓国岳４合目から観測 

 

2017年４月18日14時05分（晴、気温：13.4℃） 

硫黄山南カメラ付近から観測 

 

2017年４月27日13時01分（曇、気温：14.0℃） 

硫黄山南カメラ付近から観測 

 

2017年３月28日11時15分（晴、気温：4.1℃） 

硫黄山南カメラ付近から観測 

 

噴気孔Ｈ 
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第11図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 

えびの高原（硫黄山）周辺の地下の概念図 

2017年以前と2017年４月以降を比較した。 
Fig.11. Conceptual diagram of Ioyama. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

硫黄山周辺の基線で2013年12月～ 

2014年前半の伸び（第９,22,26図） 

2015年12月に噴気活動再開（第２,22図） 

全体的に地震

活動は不活発 

ごく浅部の局所的な傾斜変動 

４月25日～（第６,７図） 

2014年以降、硫黄山周辺の北東側から大浪池

にかけての広い範囲で地震が発生 

震源は 2015年終わり頃から硫黄山周辺に収

斂（第29,30図） 

火山性微動は 2014年８月に始まり、2015年

７月から2016年２月にかけて発生（第23図） 

噴気量の増大、噴気温度の上昇 

（第３～５,10,13,16図） 

2016年頃までに形成されたと考えられる火山性流体輸送システム 

2017年４月頃からの概念図 

九州大学の水準測量 

（直近の沈降） 

2014年後半以降の

GNSSの伸び 

九州大学の水準測量 

気象研究所などの分析結果 



火山噴火予知連絡会会報 第127号 
 

霧島山 
- 260 - 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第12図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 硫黄山の状況（韓国岳４合目から観測） 

・長期的に熱異常域の拡大や噴気量の増加が認められている。 

・赤破線内は、硫黄山南西側の噴気及び熱異常域を示している。 
Fig.12. Visible and thermal images on western of Ioyama. 

2017年４月27日（曇、気温：14.5℃）

 

2017年３月28日（晴、気温：0.0℃）

 

 

2017年２月８日（曇、気温：6.3℃） 

  

 

2017年５月11日11時18分 

 

噴気孔Ｈ 噴気孔Ｈ 

2017年５月11日（晴、気温：17.4℃）

 

2017年４月27日11時54分 

 

2017年３月28日10時32分 

2017年２月８日14時31分 
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第 13図-1 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 地表面温度分布より算出した硫黄山の放熱率の推移

（値を観測日ごとに平均） 

（2014年10月～2017年５月） 

 

第 12図の観測データを用い、Sekioka and Yuhara(1978)の手法により放射による放熱率を

算出し、値を観測日ごとに平均した。第13-3図に示した領域A、Bを解析範囲とし、領域内の

温度頻度分布の平均値T0と偏差σから、T0+3σ以上を明らかな地熱異常域と見なした。積雪の

ある観測日のデータは、以上の仮定を満たさないので除去している。 

 

・2016年初め頃から硫黄山の南側で放熱率の増加傾向が認められたが、2016年の終わり頃か

ら停滞している。 

・(a)(b)(c)における推移の様子から、2016年初め頃からの放熱率の増加傾向は、主に熱異常

域の面積増加によるものである。 
Fig.13-1. Temporal change of heat discharge rate around Ioyama.  

(a) Heat discharge rate (b) Heat discharge area (c) Heat discharge rate per one square meter 
(d) Threshold temperature, discharge area or non-discharge area  

(a) 硫黄山韓国岳４合目からの放射による放熱率 
(縦軸:常用対数表示) 

(b)地熱異常域のみかけ面積(縦軸:常用対数表示) 

 

(c)熱異常域の単位面積当たりの放(縦軸:常用対数表示) 

(d)解析領域の平均T0(～頻度分布のピーク)及びT0+3σ範囲 

(MW) 

(m2) 

(x10-3 MW) 

(℃) 
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第 13図-2 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 地表面温度分布より算出した硫黄山の放熱率の推移

（2016年12月～2017年５月） 

       図（c）は、各観測時の最高温度から25℃低い温度までのピクセル数を比較したものである。

・2016年12月から2017年５月までの放熱率は大きく変化していないが、熱異常域の面積の変

化と相関が見られる。 

・（c）に示したとおり、気象条件による影響を大きく受けないと考えられる高温域の頻度分布

からは、2016年12月25日の観測以降、高温域で頻度の減衰が認められる。これは、第４図

に示されているとおり、噴気の噴出孔付近に高温域があるために、噴気の量の増加によって

熱異常域が遮蔽されていることを示していると考えられる。 

・気象条件による境界温度の変化と噴気による高温域の遮蔽により、2016年末頃から地表面温

度分布から見積もられる放熱率は、横ばいとなっている。 
Fig.13-2. Temporal change of heat discharge rate around Ioyama.  

(a) Heat discharge rate (b) Heat discharge area 
(c) The number of the pixels by temperature, histogram, at analysis domain 
 

第13図-3 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 第13-1図に示した硫黄山の放熱率算出の解析領域

と温度分布の例（2017年４月18日12時57分） 

 

左図の領域Ａ及びＢ内を解析領域とした。 

右図は領域内の温度ピクセルの頻度分布と正規分布の比較であり、概ね平均値 T0と頻度の

モードが一致しているため非地熱域を正規分布で近似した。 

T0+3σ以上を明らかな地熱異常域と見なし、熱異常域の面積及び放熱率を算出した。 
Fig.13-3. A and B sample of analysis domain and threshold temperature (April 18, 2017 12:57) 

ピクセル数 

温度階級(℃) 

2017年４月18日12時57分 

T0(22.5℃) 

T0+3σ(29.5℃) 

領域A 
領域B 

(a)硫黄山韓国岳4合目からの放射による放熱率 
(MW) 

(b)地熱異常域のみかけ面積 

 

(m2) 

(c)温度頻度分布の比較 

 

ピクセル数 

(℃) 
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2017年５月22日（晴） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第14図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 硫黄山火口南西側及び南側斜面の状況 

・長期的に熱異常域の拡大や噴気量の増加が認められている。 

・最高温度の大きな上昇は認められない。 
Fig.14. Visible and thermal images on southwestern flank and southern of Ioyama. 

2017年１月31日11時25分 

2017年３月28日11時15分（晴） 

2017年５月22日14時22分 

噴気孔Ｈ 

噴気孔Ｈ 
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第15図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺）硫黄山の西側の状況 

硫黄山西南西側（韓国岳登山口：赤破線）では2017年３月24日以降、硫黄山西斜面（橙破 

線）では５月９日以降、噴気や熱異常域が認められた。 
Fig.15. Visible and thermal images on southern flank of Ioyama. 

2017年５月22日

2017年５月22日13時51分（晴、気温：17.4℃）

2017年４月18日11時17分（薄雲、気温：12.5℃） 

西斜面の噴気 
西南西側の噴気 

西南側の噴気 

2017年５月11日16時25分（晴、気温：22.1℃）
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第16図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 硫黄山火口南西側及び南側の熱水の湧出状況 

・３月 19日に硫黄山火口の南西側で２箇所の陥没場所（下段左図の黄破線内）から、灰色の熱水が

湧出しているのを確認した。２箇所の穴の内、大きい方（南側:①）は１ｍ×60cm、深さ75cm程度、

水温は 92.4℃であった。小さい方（北側:②）は１ｍ×50cm、深さ 30cm程度、水温は 93.6℃であ

った。 

・３月21日には、硫黄山火口南側で直径約１ｍ、深さ70cm程度の陥没した場所から灰色の熱水が湧

出しているのを確認した（下段右図）。 
Fig.16. Visible images at heat water discharge on sourthwestern and sourthern Ioyama. 

 

① 

② 

2017年３月21日16時39分 

2017年３月22日 ３月21日に確認した熱水の湧出箇所 

３月19日に確認した 

熱水の湧出箇所 

2017年３月19日15時39分 
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ＭＷ 

第17図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） えびの高原監視カメラより算出した硫黄山の放熱率の推移

（2017年３月～2017年５月22日） 

・えびの高原監視カメラの09時、12時、15時の前後10分間の画像（10秒間隔）を使用。 

・噴気が高く上がった場合、又は西側へ流れた場合のみ計測可能である。 

・４月25日頃からは噴気量の増加に伴い、放熱率がやや増加している。 
Fig.17. Temporal change of heat discharge rate. 

第18図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 水温の時系列変化（2014年11月～2017年５月） 

・えびの高原足湯源泉の水温は、2016年５月に温度の低下が認められたが、2016年７月以降

は回復傾向が認められる。 

・旧市営露天風呂の水温は、2017年５月以降、温度のわずかな上昇が認められた。 

・硫黄山西麓湧水は温度の上昇が認められている。 
Fig.18. Water temperature changes of springs. 

えびの高原足湯源泉 

旧市営露天風呂 

（年/月） 

（年/月） 

（℃） 

（℃） 

（年/月） 

（℃） 

硫黄山西麓湧水（川湯） 
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第19図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 硫黄山周辺の噴気及び熱水温度変化 

       （1977年３月～2017年６月４日：2003年～2016年は観測なし） 

・３月24日に実施した硫黄山の西南西側（韓国岳登山口）の現地調査では噴気温度は79.6℃、

６月４日は95.5℃（気圧:872.6hPa、気温：23.3℃）であった。 

・５月15日に東海大学及び気象研究所が実施した調査では、硫黄山南西側（韓国岳登山道脇）

の噴気温度は95.2℃であった。 

なお、硫黄山の西南西側（韓国岳登山口）の噴気域はＺ－１、硫黄山南西側（韓国岳登山道

脇）の噴気域はＺ－４と同噴気域である。 

   ・６月４には、西南西側（韓国岳登山口）の熱水の温度は95.5℃であり、枯渇前の1980～1990

年代前半と同程度であった。 
Fig.19. Higher heat discharging changes and heat water discharging changes.  
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2017年５月22日12時50分

2017年５月22日（晴）

第20図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 不動池の状況（硫黄山登山口から観測） 

熱異常域は認められなかった。 
Fig.20. Visible and thermal images on Fudoike. 

2017年５月22日12時33分2017年５月22日（晴） 

 

第21図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 硫黄山北東側斜面の状況 

硫黄山の北東斜面では熱異常域は認められなかった。 
Fig.21. Visible and thermal images in northeastan Ebino-kogen. 

2017年４月18日16時07分2017年４月18日（薄曇） 

 

ソーラーパネル ソーラーパネル
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白丸が観測位置、黒矢印は撮影方向 

火口内及び火口周辺の主な噴気地帯 

● 湧水の観測位置 

第12図（韓国岳４合目）

第13図 

 

第19図 

第22図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 主な熱異常域と観測位置 

 

この地図の作成には、国土地理院発行の『基盤地図情報』『基盤地図情報（数値標高モデル）』を

使用した（平成26年情使、第578号）。国土数値情報の『湖沼』を使用した。 
Fig.22. Location of higher heat discharging area and site and direction of observation showed in Fig.12-14, 19, 20. 

 
 

第20図 

第14図 

 

噴気孔Ｈ 

えびの高原足湯源泉 

 ● 

旧市営露天風呂 ● 

硫黄山西麓湧水 

（川湯）  ● 
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第23図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 火山活動経過図（2013年12月～2017年６月８日） 

・GNSS連続観測では硫黄山周辺の基線で2013年12月～2015年1月頃に伸びがみられていた

が、その後停滞。 

・硫黄山周辺の膨張にあわせ、硫黄山の北東側から大浪池付近を震源とする火山性地震が増加、

2014年7月には初めて火山性微動が発生。 

 2015年7月～2016年２月にかけて微動が時々発生、 

2017年にかけて、地震活動は周辺から硫黄山付近へ 

・2015年12月に硫黄山で噴気活動が再開、その後拡大が続く 

（鹿児島地方気象台の観測では少なくとも2002年以来） 

・2016年12月地震の増加、微動の発生以降、噴気が時々稜線上100ｍまで上がる 

・熱活動が次第に高まる 
Fig.23. Volcanic activity in and around Ebino-Kogen (December 1, 2013 – Jun 8, 2017). 
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④傾斜変動量（韓国岳北東） 
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） 

変動量の積算 

①稜線上の噴気の高さ（日最高） 

②火山性地震の日別回数（韓国岳北東） 

③火山性微動（韓国岳北東：上下動） 

μrad μrad 

⑤放熱率（韓国岳４合目から観測） (MW) 

⑥火山ガス（二酸化硫黄）の放出量 

⑦GNSS基線長変化：野々湯－夷守林道 

⑧GNSS基線長変化：Ｍ霧島２－韓国岳北東 

2014年10月21日

解析開始 
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第24図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 火山活動経過図（2016年５月～2017年６月８日） 

＜2017年１月～2017年６月８日の状況＞ 

・噴気の高さは稜線上概ね10～100ｍで経過した。４月27日から28日にかけては噴気の高さが

一時的に稜線上200ｍまで上がった。 

・火山性地震は、2016年12月12日に日回数で70回発生して以降、日回数10回以下と少ない

状態で経過している。 

・火山性微動は2016年12月13日以降観測されていない。 

・５月 15日及び16日に実施した現地調査では、火山ガス（二酸化硫黄）の放出量が両日とも

１日あたり10トンと、2015年12月以降の活動で初めて観測された。 

＊えびの高原（硫黄山）周辺の地震は2013年12月１日から計数を開始した。 
Fig.24. Volcanic activity in and around Ebino-Kogen (December 1, 2013 – June 8, 2017). 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

積算回数 

積算回数 66回 

①稜線上の噴気の高さ（日最高） 
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第25図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 韓国岳北東傾斜計の変化 

（2013年12月～2017年６月８日） 

＜2017年１月～2017年６月８日の状況＞ 

この期間火山活動によると考えられる変動はみられない。 

＊傾斜計の空白部分は障害等による欠測。 
Fig.25. Tilt changes and daily frequency of earthquakes at Karakunidake-hokutou station 
     (December 1, 2013 – June 8, 2017). 

地震日別回数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2014年８月20日の火山性微動 

に対応した変動 

2016年４月16日に発生した 

熊本地震による影響 

韓国岳北東傾斜変動と日別地震回数 
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第26図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 大浪池南西傾斜計の変化 

（2013年12月～2017年６月８日） 

＜2017年１月～2017年６月８日の状況＞ 

この期間火山活動によると考えられる変動はみられない。 

＊傾斜計の空白部分は障害等による欠測。 
Fig.26. Tilt changes and daily frequency of earthquakes at Onaminoike-nansei station 
     (December 1, 2013 – June 8, 2017). 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2016年４月16日に発生した 

熊本地震による影響 

大浪池南西傾斜変動と日別地震回数 
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第27図-1 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） GNSS連続観測による基線長変化 

（2011年４月～2017年６月８日） 

GNSS連続観測では、火山活動によると考えられる特段の変化は認められない。 

＊緑色の破線は気象の影響による乱れとみられる。 

＊この基線は第28図の①～⑥に対応している。 
Fig.27-1. Baseline length changes by continuous GNSS analysis (April 1, 2011 – June 8, 2017). 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2011年４月１日解析開始 
 

原因不明のステップ 

2013年３月22日解析開始 
 

2013年３月22日解析開始 
 

2013年３月22日解析開始 
 

2013年３月22日解析開始 
 

2013年３月８日解析開始 

原因不明のステップ 

解析手法の変更 
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第27図-2 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） GNSS連続観測による基線長変化 

（2011年４月～2017年６月８日） 

GNSS連続観測では、火山活動によると考えられる特段の変化は認められない。 

＊緑色の破線は気象の影響による乱れとみられる。 

＊この基線は第28図の⑦～⑫に対応している。 
Fig.27-2. Baseline length changes by continuous GNSS analysis (April 1, 2011 – June 8, 2017). 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2014年10月21日解析開始 

2014年10月21日解析開始 

2014年10月21日解析開始 

2013年３月20日解析開始 

2013年３月22日解析開始 

2014年10月21日解析開始 

解析手法の変更 
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第28図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） GNSS観測点基線図 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』及び

国土数値情報の『湖沼』を使用した。 
Fig.28. Continuous GNSS observation sites and baseline number. 
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第29図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 火山性地震の震源分布 

（2013年12月～2017年６月８日） 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 
Fig.29. Hypocenter distribution in and around Ebino-Kogen (December 1, 2013 – June 8, 2017). 
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速度構造：硫黄山付近は半無限速度構造 

（Vp=2.5km/s,Vp/Vs=1.73）、それ以外は成層構造 
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第30図 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 震源分布図（2015年１月～2017年６月８日） 

＜2017年１月～2017年６月８日の状況＞ 

震源は、主に硫黄山付近（赤破線円）の海抜下０～２kmと韓国岳の北東側（橙破線内）

の海抜下０～４kmに分布した。２月は大浪池付近（青破線内）の海抜下４～５kmにも分布

した。 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 
Fig.30. Hypocenter distribution in and around Ebino-Kogen (December 1, 2013 – June 8, 2017). 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ：2017年１月～2017年６月８日の震源 

  ：2015年１月～2017年12月の震源 
速度構造：硫黄山付近は半無限速度構造 

（Vp=2.5km/s,Vp/Vs=1.73）、それ以外は成層構造 
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新燃岳 

 

・噴煙など表面現象の状況（第１～７図、第10図-①、第11図-①、第12図-①） 

新燃岳では、今期間噴火の発生はない。 

火口内に蓄積した溶岩のわずかな膨張は、2016年夏頃から停滞している。 

監視カメラによる観測では、噴煙は2016年12月以降、火口縁を越えるものは認められない。 

これまでに繰り返し行った火口付近や韓国岳山頂付近などの新燃岳周辺からの現地調査で

は、これまでの観測と同様に、火口内で消散する程度の噴煙が上がっていることを確認した。

また、赤外熱映像装置による観測では、火口内及び西側斜面の割れ目で、引き続きやや温度の

高い部分が観測された。熱異常域の分布に特段の変化は認められない。 

 

・地震や微動の発生状況（第８図、第９図、第10図-②③、第11図-③～⑦、第12図-③～⑦） 

火山性地震は時々発生し、３月 13日から 15日かけて1日あたり約 30回と一時的に増加し

たが、それ以外は少ない状態で経過した。震源は、新燃岳付近のごく浅い所から海抜下２km

付近に分布した。 

火山性微動は2016年９月17日以降観測されていない。 

 

・地殻変動の状況（第11図-⑧、第12図-⑧、第13図、第14図） 

火口近傍の新燃岳北東観測点の傾斜計では、火山活動によると考えられる特段の変化は認め

られない。 

GNSS連続観測によると、新燃岳の北西数㎞の地下深くにあると考えられるマグマだまりの膨

張を示す地殻変動は、2015年１月頃から停滞している。また、新燃岳周辺の一部の基線では、

2015年５月頃からわずかに伸びの傾向がみられていたが、2015年10月頃から停滞している。 
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第１図 霧島山（新燃岳） 噴煙の状況（５月18日、韓国岳監視カメラによる） 

・噴煙は火口縁を越えるものは認められず、火口内で消散していた。 

・西側斜面の割れ目付近で、時々、噴気が上がっていることを確認した。 
Fig.1. Visible image of Shinmoedake. (Observed from Karakunidake station located NW of Shinmoedake). 

第２図 霧島山（新燃岳） 第３～５図、第７図の撮影位置 

＊赤破線内は西側斜面の割れ目付近で噴気が確認されている場所を示している。 
Fig.2. Observation points in figure 3 - 5, 7 Shinmoedake. 

西側斜面の割れ目付近の噴気 

：観測位置 

：撮影方向 

第７図 

韓国岳 

大浪池 

地理院地図 

新燃岳 

第３図 
新燃岳 

1km 地理院地図 

：観測位置 

：撮影方向 

第４図 

第５図 
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2017年４月24日  

約600ｍ 

日射による影響 

2017年４月24日13時39分 
気温14.6℃ 天気：晴 

火口内で消散する程度の噴煙 

第３図 霧島山（新燃岳） 火口内の状況（火口縁北北西側から観測） 

・火口内で消散する程度の噴煙が上がっていることを確認した。 

・赤外熱映像装置による観測では、火口内及び火口壁（赤破線内）で、引き続きやや温度の高

い部分が観測されたが、熱異常域の分布に特段の変化は認められなかった。 

＊火口内に蓄積された溶岩の範囲を橙破線内に示している。 
Fig.3. Visible and thermal images in crater of Shinmoedake. 

2016年10月18日13時18分 
天気：晴 

 

日射による影響 

2016年11月４日12時50分 
天気：晴 

 

2016年12月24日15時29分 
天気：快晴 
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2016年12月24日14時05分 
       天気：快晴 
 

2016年10月18日14時20分 
         天気：晴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

第４図 霧島山（新燃岳） 火口内の状況（火口縁南東側から撮影） 

・火口内で消散する程度の噴煙が上がっていることを確認した。 

・赤外熱映像装置による観測では、火口内及び火口壁（赤破線内）で引き続きやや温度の高い 

部分が観測されたが、熱異常域の分布に特段の変化は認められなかった。 

＊火口内に蓄積された溶岩の範囲を橙破線内に示している。 
Fig.4. Visible and thermal images in crater of Shinmoedake. 

2017年４月24日13時00分 

気温：19.5℃ 天気:晴 

2017年４月24日 

約600ｍ 

日射による影響 

日射による影響 

火口内で消散する程度の噴煙 

2016年11月４日14時52分 
       天気：快晴 
 

日射による影響 
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2017年３月21日 18時01分 

日射の影響 

2017年４月24日 16時10分 

2017年４月28日 16時27分 2017年４月28日（快晴、気温：14.5℃） 

2017年４月24日（曇、気温：未計測） 

日射の影響 

日射の影響 

2017年４月24日（曇） 黒破線四角内拡大図 

第５図 霧島山（新燃岳） 新燃岳南西側の状況（新湯温泉付近から観測） 

４月24日及び４月28日に実施した現地調査では、西側斜面の割れ目付近（黄破線内）及び 

割れ目の下方（赤破線内）で引き続き噴気（白矢印）及び熱異常域を確認した。 
Fig.5. Visible and thermal images on southwestern flank of Shinmoedake(Observed from Shinyu Onsen). 

2017年３月21日（晴、未計測） 
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第６図 霧島山（新燃岳） 西側斜面割れ目付近の噴気位置 

新燃岳火口の西側斜面割れ目の下方では、2015年 11月以降、弱い熱異常域を観測し、2016

年４月20日以降は断続的に弱い噴気が上がっていることを確認している。 

2017年４月24日の現地調査で確認された西側斜面割れ目及び割れ目の下方の噴気位置を赤丸

で示す。 
Fig.6. Points of fumarole under the fissure on southwestern flank (red filled circles). 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西側斜面の割れ目 

西側斜面割れ目の下方 

200ｍ 地理院地図 
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2017年５月11日12時32分 

西側斜面の割れ目 

2017年５月11日 天気：晴 気温14.6℃ 

日射の影響 

2016年11月２日14時19分 

西側斜面の割れ目 

2017年２月21日11時49分 

西側斜面の割れ目 

2016年11月２日 天気：快晴 

2017年２月21日 天気：晴 

西側斜面の割れ目 

日射の影響 

日射の影響 

日射の影響 

2016年２月24日 天気:快晴 2016年２月24日12時45分 

第７図 霧島山（新燃岳） 新燃岳火口内及び西側斜面の状況（韓国岳山頂観測点から観測） 

・韓国岳山頂からの観測では、火口内及び西側斜面の割れ目で、引き続き弱い噴気が認められた。 

・赤外熱映像装置による観測では、火口内及び西側斜面の割れ目で、引き続きやや温度の高い部分 

が観測されたが、熱異常域の分布に特段の変化は認められなかった。 
Fig.7. Visible and thermal images of Shinmoedake . 
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第８図 霧島山（新燃岳） 新燃岳北東観測点の傾斜変動と火山性地震の日別回数 

（2017年１月～2017年５月31日） 

火口近傍の新燃岳北東観測点の傾斜計による観測では、火山活動に伴う特段の変化は    

認められない。 

新燃岳北東観測点は伝送系機器の障害により観測データの一部が欠測することがあっ 

たが、４月28日に障害対応を行い、完全復旧した。 

＊降水に伴う傾斜変動と考えられる。 
Fig.8. Tilt records observed at Shinmoedake NE station, numbers of earthquakes at Shinmoedake (January 
2017 - May 31, 2017). 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日別地震回数 

＊ ＊ 
↓４月28日 完全復旧 
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第10図 霧島山（新燃岳） 長期の活動経過（2003年１月～2017年５月31日） 
Fig.10. Temporal change of volcanic activity in Shinmoedake for the long term 

(January, 2003 - May 31, 2017). 
 

第９図 霧島山（新燃岳） 火山性地震の震源分布図 

（2010年１月～2017年５月31日） 

＜2017年１月～2017年５月31日の活動状況＞ 

震源は、主に新燃岳付近のごく浅い所～海抜下２km付近に分布した。 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

※新燃岳付近の震源のみを表示している。 
Fig.9. Hypocenter distribution in and around Shinmoedake (January, 2010 - May 31, 2017). 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ：2017年１月～2017年５月31日の震源 

  ：2010年１月～2016年12月の震源 
速度構造：半無限速度構造（Vp=2.5km/s,Vp/Vs=1.73） 
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第11図 霧島山（新燃岳） 火山活動経過図（2010年１月～2017年５月31日） 

二酸化硫黄放出量グラフ中の×印は、二酸化硫黄が検出限界未満であった場合を示す。 

傾斜計の毎年６～９月頃の変動は、降水等の気象条件の影響も含まれる。 
Fig.11. Volcanic activity in Shinmoedake (January 2010 - May 31, 2017). 
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第12図 霧島山（新燃岳） 最近の活動経過（2015年９月～2017年５月31日） 

＜2017年１月～2017年５月31日の状況＞ 

・噴煙は火口縁を越えるものは認めらず、火口内で消散していた。 

・火山性地震は、３月13日から15日かけて1日あたり約30回と一時的に増加したが、 

それ以外は少ない状態で経過した。 

・傾斜計では、火山活動によると考えられる変化は認められなかった。 

 ＊降水に伴う傾斜変動と考えられる。 
Fig.12. Volcanic activity in Shinmoedake in recent term (September 2015 - May 31, 2017). 
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第13図-1 霧島山（新燃岳） GNSS連続観測による基線長変化 

（2010年１月～2017年５月31日） 

新燃岳周辺の一部の基線（図の①、③、⑥）では、2015年５月頃からわずかに伸びの 

傾向がみられていたが、2015年10月頃から停滞している。 

これらの基線は第14図の①～⑥に対応している。 

データについては、電離層の影響を補正する等、解析方法を改良している。 

灰色の部分は機器障害のため欠測を示している。 
Fig.13-1. Baseline length changes by continuous GNSS analysis (January 2010 - May 31, 2017). 

2011年４月１日解析開始 

2010年10月１日解析開始 

霧島山(新燃岳) 噴火 

2013年３月22日解析開始 

2013年３月22日解析開始 

解析手法の変更 



火山噴火予知連絡会会報 第127号 

霧島山 
- 291 - 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2014年10月21日解析開始 

2011年４月１日解析開始 

2013年３月22日解析開始 

2013年３月22日解析開始 

2013年１月１日解析開始 

解析手法の変更 

 第13図-2 霧島山（新燃岳） GNSS連続観測による基線長変化 
（2010年１月～2017年５月31日） 

これらの基線は第14図の⑦～⑪に対応している。 

データについては、電離層の影響を補正する等、解析方法を改良している。 

灰色の部分は機器障害のため欠測を示している。 
Fig.13-2. Baseline length changes by continuous GNSS analysis (January 2010 – May 31, 2017). 
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第14図 霧島山（新燃岳） GNSS観測点基線図 

小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示す。 

（国）：国土地理院 

この地図の作成には、国土地理院発行の『基盤地図情報（数値標高モデル）』及び国土交通省の 

数値地図情報『湖沼』を使用した。 
Fig.14. Continuous GNSS observation sites and baseline number. 
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追加 新燃岳2017年６月11日00時57分頃発生した 
火山性微動の状況 

第15図 霧島山（新燃岳）2017年６月11日00時57分の火山性微動発生前後の状況 

（新燃岳南西観測点南北成分 ６月10日23時00分～11日04時00分） 

・微動の最大振幅は南北成分の 3.6μm/s、継続時間は約 110秒で、傾斜計で火山性微動に伴

うごくわずかな変動が認められた。この火山性微動の発生前後で、噴煙の状況や地震活動に

は特段の変化はなかった。 

・2011年の新燃岳の噴火以降では、2015年３月１日と2016年９月17日にも振幅の小さな継

続時間の短い火山性微動が観測されたが、微動の発生前後には、今回と同様に噴煙の状況や

地震活動には特段の変化はなかった。なお、両日とも火口近傍の新燃岳北東傾斜計は障害中

であったが、周辺の傾斜計では微動に伴う特段の変化は認められなかった。 
Fig.15. Seismic records observated at Shinmoe-NW station (June, 10, 23:00 – June, 11, 04:00). 

遠地地震 

火山性微動 

気象条件の悪化 

によるノイズレベル

の変化 

●BH型地震 
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第16図 霧島山（新燃岳）2017年６月11日00時57分の火山性微動と傾斜計の状況 

（新燃岳南西観測点南北成分 ６月10日21時00分～11日03時00分） 

・新燃岳北東観測点、高千穂河原観測点の傾斜計で火山性微動に伴うごくわずかな変動が認

められる。 

・新燃北観測点（震)の広帯域地震計（120秒）では周期約50秒の長周期成分が認められる。 

・傾斜計データには、背景ノイズとして気圧変化に伴う変動が記録されている。 
Fig.16. Seismic records of volcanic tremor and tilt chages (June 10 - 11, 2017). 
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 第17図 霧島山（新燃岳） 火山性微動の比較 

    今回の震動記録は開始から終了まで同様のスペクトル構造を持ち、 

傾斜の変動を伴った。 
Fig.17. Seismic records and running spectra of volcanic tremor 
 (Jun 11, 2017, September 17, 2016, March 1,2015). 

2017年６月11日00時57分（新燃岳南西観測点上下動） 
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2015年３月１日09時29分（新燃岳南西観測点上下動） 
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2016年９月17日18時29分（新燃岳南西観測点上下動） 

 

Hz 

20 

 

15 

 

10 

 

5 

 

0 

dB 

 0 

 

-1 

 

-2 

 

-3 

 

-4 
0                20                 40(sec) 

μm/s 4 

0 

-4 

0                20                 40(sec) 



火山噴火予知連絡会会報 第127号 

 
霧島山 

- 296 - 

御鉢 

 

・噴気など表面現象の状況（第１～３図、第４図-①） 

火口縁を越える噴気は観測されなかった。 

 

・火山性地震、微動の状況（第４-②～⑦図、第５図） 

火山性地震は、少ない状態で経過した。 

火山性微動は観測されていない。 

 

・地殻変動の状況（第５～７図） 

GNSS連続観測や傾斜計では、火山活動によると考えられる変動はみられなかった。 
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第１図 霧島山（御鉢） 御鉢の状況 

（2017年５月28日、猪子石監視カメラによる） 

火口縁を越える噴気は観測されなかった。 

Fig.1. Visible image of Ohachi on May 28, 2017 (Observed from Inokoishi point). 

：撮影位置 

：撮影方向 

第２図 霧島山（御鉢） 第３図の撮影方向と撮影位置 
Fig.2. Observation points in figure 3, Ohachi. 

御鉢 

高千穂峰 

地理院地図 
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2017年２月７日11時06分 

日射による影響 

日射による影響 

2016年12月６日 

   天気：晴れ 

2016年12月６日12時52分 

2016年11月３日11時40分 

第３図 霧島山（御鉢） 火口底の可視画像及び地表面温度分布（火口縁北西側から撮影） 

・火口内で引き続き弱い噴気を確認した。火口内では、これまでも時々弱い噴気を確認している。 

・火口底付近の熱異常域（赤破線内）はこれまでの観測と比較して特段の変化は認められない。 
Fig.3. Visible and thermal images in crater of Ohachi. 

2016年11月３日 

    天気:快晴 

2017年２月７日 

 天気：晴れ 

日射による影響 

2017年３月22日12時47分 

火口壁南側 

2017年３月22日 

 天気：晴れ 
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第４図 霧島山（御鉢） 火山活動経過図 （2003年１月～2017年５月31日） 

＜2017年１月～2017年５月31日の状況＞ 

・火口縁を越える噴気は観測されなかった。 

・火山性地震は少ない状態で推移した。 

・2016年12月５日に火山性微動を観測して以降、火山性微動は観測されていない。 
Fig.4. Volcanic activity in Ohachi (January 2003 – May 31, 2017). 

800

４時間16分 
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第５図 霧島山（御鉢） 高千穂河原傾斜計の変化、火山性地震の時間別回数 

（2015年１月～2017年５月31日） 

＜2017年１月～2017年５月31日の状況＞ 

傾斜計では、火山活動によると考えられる変動はみられなかった。 

毎年６～10月頃の傾斜変化は、降水等の気象条件の影響も含まれる。 
Fig.5. Tilt records observed at takachihogawara station and the daily frequency of volcanic earthquakes  

(January 2015 – May 31, 2017). 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第６図 霧島山（御鉢） GNSS観測点基線図 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 
Fig.6. Continuous GNSS observation sites and baseline number. 

2016月４月16日に発生した 

熊本地震による影響 
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第７図 霧島山（御鉢） GNSS連続観測による基線長変化（2010年１月～2017年５月31日） 

火山活動によると考えられる変化は認められない。 

この基線は第６図の①～⑥に対応している。 

緑色の破線内は気象の影響による乱れとみられる。 

Fig.7. Baseline length changes by continuous GNSS analysis (January 2010 – May 31, 2017). 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2010年10月１日解析開始 

2010年10月１日解析開始 

2011年１月１日解析開始 

2013年１月１日解析開始 

2013年４月７日解析開始 

御池観測点のセンサー交換による 

解析手法の変更 
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霧島山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

深部低周波地震 浅部の地震 

第１図 霧島山  一元化震源による広域の震源分布図 

（2000年10月１日～2017年５月31日） 

表示している震源には、震源決定時の計算誤差の大きなものが表示されることがある。 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

Fig.1. Hypocenter distribution in Kirishimayama (October 1, 2000 – May 31, 2017). 

：2017年１月１日～2017年５月31日の震源    ：：2017年１月１日～2017年５月31日の震源（深部低周波地震） 

：2000年10月１日～2016年12月31日の震源    ：2000年10月１日～2016年12月31日の震源（深部低周波地震）
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第２図 霧島山 VOIS震源（上段）及び一元化（下段）による広域の震源分布図 

（2010年１月～2017年５月31日） 

＜2017年１月～５月31日の状況＞ 

震源は主に硫黄山周辺と新燃岳火口直下に分布した。 

表示している震源には、震源決定時の計算誤差の大きなものが表示されることがある。 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図25000（行政界・海岸線）』『数値地図50ｍメッシュ

（標高）』を使用した。 

Fig.2. Hypocenter distribution in Kirishimayama (January 1, 2010 – May 31, 2017). 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

:2017年１月１日～2017年５月31日の震源   

:2010年１月１日～2016年12月31日の震源   
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第３図-1 霧島山 GNSS連続観測による地殻変動（2013年１月～2017年６月５日） 

火山活動によると考えられる特段の変化は認められていません。 

この基線は第４図の①～21に対応している。 

空白部分は、データの欠測を表す。 
Fig.3-1. Baseline length changes by continuous GNSS analysis (January 1, 2013 – June 5, 2017). 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑦荒襲－皇子原 
(基準値:6365.264ｍ、標高差:540ｍ) 

①夷守林道－野々湯 
(基準値:10241.873ｍ、標高差:64ｍ) 

⑤夷守林道－新床 
(基準値:7603.141ｍ、標高差:176ｍ) 

③高千穂河原－夷守林道 
(基準値:7978.816ｍ、標高差:207ｍ) 

②高千穂河原－野々湯 
(基準値:10009.093ｍ、標高差:271ｍ)

④高千穂河原－新床 
(基準値:4228.400ｍ、標高差:31ｍ) 

⑥新床－皇子原 
(基準値:10015.193ｍ、標高差:602ｍ) 

⑧高千穂河原－御池 
(基準値: (5226.681ｍ、標高差:443ｍ)

⑭韓国岳－韓国岳北東 
(基準値:2613.192ｍ、標高差:709ｍ) 

⑮韓国岳－野々湯 
(基準値:6396.848ｍ、標高差:972ｍ) 

⑯韓国岳－新床 
(基準値:3943.485ｍ、標高差:732ｍ) 

⑰韓国岳－高千穂河原 
(基準値:6205.379ｍ、標高差:702ｍ) 

⑱韓国岳－高千穂峰２ 
(基準値:7629.732ｍ、標高差:131ｍ) 

⑲韓国岳北東－夷守林道 
(基準値:2023.375ｍ、標高差:199ｍ) 

⑳韓国岳北東－野々湯 
(基準値:8301.335ｍ、標高差:263ｍ) 

21韓国岳北東－新床 
(基準値:6307.637ｍ、標高差:23ｍ) 

⑨高千穂河原－皇子原 
(基準値:6399.143ｍ、標高差:633ｍ) 

⑩高千穂河原－荒襲 
(基準値:1501.055ｍ、標高差:93ｍ) 

⑪夷守林道－荒襲 
(基準値:9340.024ｍ、標高差:114ｍ) 

⑫夷守林道－皇子原 
(基準値:8414.864ｍ、標高差:426ｍ) 

⑬韓国岳－夷守林道 
(基準値:4305.434ｍ、標高差:908ｍ) 

５cm 
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第３図-2 霧島山 GNSS連続観測による地殻変動（2013年１月～2017年６月５日） 

火山活動によると考えられる特段の変化は認められていません。 

この基線は第４図の22～42に対応している。 

空白部分は、データの欠測を表す。 
Fig.3-2. Baseline length changes by continuous GNSS analysis (January 1, 2013 – June 5, 2017). 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

22韓国岳北東－高千穂河原 
(基準値:7684.716ｍ、標高差:8ｍ) 

23御池－韓国岳北東 
(基準値:11885.058ｍ、標高差:435ｍ)

29大幡山登山口－野々湯 
(基準値:11409.194m、標高差:121ｍ) 

30大幡山登山口－新床 
(基準値:6734.581ｍ、標高差:119ｍ) 

31大幡山登山口－高千穂河原
(基準値:4926.512ｍ、標高差:149ｍ) 

28大幡山登山口－韓国岳北東
(基準値:4971.723ｍ、標高差:142ｍ) 

24 御池－皇子原 
(基準値:4849.697ｍ、標高差:190ｍ) 

25御池－高千穂峰２ 
(基準値:3512.213ｍ、標高差:1013ｍ)

26野々湯－荒襲 
(基準値:11205.726ｍ、標高差:178ｍ)

27野々湯－皇子原 
(基準値:15433.002ｍ、標高差:362ｍ)

32高千穂河原－高千穂峰２ 
(基準値:2242.079ｍ、標高差:571ｍ) 

33高千穂峰２－夷守林道 
(基準値:8458.444ｍ、標高差:777ｍ) 

34M霧島山A(国)－M霧島山2(国)
(基準値:7834.341ｍ、標高差:664ｍ) 

35M霧島山A(国)－夷守林道 
(基準値:8148.382ｍ、標高差:286ｍ) 

36M霧島山A(国)－韓国岳 
(基準値:7882.29ｍ、標高差:1194ｍ) 

 
37M霧島山A(国)－韓国岳北東 
(基準値:6907.155ｍ、標高差:485ｍ) 

 
38M霧島山A(国)－野々湯 
(基準値:8666.700ｍ、標高差:222ｍ) 

 39M霧島山A(国)－新床 
(基準値:11021.047ｍ、標高差:462ｍ)

 40M霧島山２(国)－韓国岳北東 
(基準値:4722.702ｍ、標高差:179ｍ) 

41M霧島山２(国)－野々湯 
(基準値:3311.996ｍ、標高差:442ｍ) 

42M霧島山２(国)－新床 
(基準値:3311.996ｍ、標高差:202ｍ) 

５cm 
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第４図 霧島山 GNSS観測点基線図 

小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示す。 

（国）：国土地理院 

この地図の作成には、国土地理院発行の『基盤地図情報（数値標高モデル）』及び国土交

通省の数値地図情報『湖沼』を使用した。 
Fig.4. Continuous GNSS observation sites and baseline number. 
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第５図 霧島山 観測点配置図 

小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示しています。 

（国）：国土地理院、（防）：防災科学技術研究所、（震）：東京大学地震研究所 

（九）：九州大学、（鹿大）：鹿児島大学、（宮）：宮崎県、（鹿）：鹿児島県 

地図の作成に当たっては、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 
Fig.5. Location map of permanent observation sites in and around Kirishimayama. 

 

 
 
 


